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ブータンの生薬資源

堀了平
京都大学医学部

プータン王国では多数の生薬が使用されている。これはラマ僧が長年にわたりその使用法を伝
えてきたもので、医療の近代化が進む中、治療菌ではなお広く民間に行き渡っている。これら
生薬の中には薬用資源調査の立場から検討すべきものが多い。今後の本格的な調査研究が期待
される。� 

1 はじめに

プータン王国では多数の植物性生薬が使用され

ている。ラマ僧が長年にわたり、その使用法を伝

えてきたもので、治療面ではなお広く民間に行き

渡っていると考えられる。

プータンにおける近代医療はインドの影響を大

きく受けている。� 1962年中印紛争が起き、インド

のプータン援助が大々的におこったが、その一環

として、医療面においても近代医療がインドより

導入されたと聞いている。即ち、首府ティンプー

には、インドの援助で出来たテインプー総合病院

があり、ベッド数1∞床、外科医のDr.Penbaを院

長とし、医師10数名が勤務しているが、医師、看

護婦に欧米のボランティアが目立つ。薬剤師もた

だl名で、タイからのボランティアであった。医

薬品は抗生物質も含めてかなりの種類をそろえて

いるが、すべてインド経由で 2~3 か月分を一括

購入していた。とにかく医療の近代化を図ること

に政府は熱心で、病院での医療費も無料としてい

る。

しかし、一方では根強い旧来からのラマ僧によ

る治療が民間に行き渡っている。例えば、ベー

ス・キャンプにおいて、プータン政府派遣のコッ

クの� l人が風邪にかかり、高度の影響もあって呼

吸困難を訴えたとき、荷揚げをしてきたラヤ族の

中の祈祷師らしき者が長時間にわたって患者のテ

ントで祈祷をあげていた。結局効なく高所の影響

大とみて下山させたが、低地ではあっさり元気に

なったと聞いている。ラマ僧による治療は、一つ

は祈祷であり、もう一つは生薬(植物性のものが

大部分)である。金銭的謝礼をしてでもこちらの

治療がなお根強く民間に行き渡っているようであ

る。� 

染んでいる者であり、植11私自身は西洋医学に恩

物は専門でないが、薬用資源調査の立場からプー

タン王国の民間薬として伝わる生薬の中には検討

すべきものが多々あるものと考えられた。現在用

いられている医薬品の中にも、もともと民間薬と

して使われていたものから発見されたものが多

い。例えば、ケシから取った阿片よりモルヒネが

発見され、マラリヤに効くキニーネはキナ皮から

取り出されたものである。また、レセルピンとい

う降圧・鎮静剤もインドジヤボクの根茎ラウォル

フイアという生薬から抽出され、発見されたもの

である。そのようなわけで、ティンプー滞在中に

生薬や銭で治療するIndigenous診療所を訪ね、写

してきたメモや写真、ならびにキャラパン中に写

した草花の写真をもとに、京都大学薬学部生薬学

教室の田端守教授、本多義昭助手にみていただい

た結果を紹介したい。� 

Indigenous診療所でいただいた繁用生薬のサン

プルは、� Aday，Aru，Dungmonung，Honglen， 

Pangpoi，Pipling，Pushul Tse，Rutaの8種類であ

った。チベット語、中国語が混じっているという� 
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プータンの生薬資源(掘 了平)

表� 1 繁用生薬のサンプル

生薬名 ブータンでの薬用 原 植 物 日本での薬用� 

Aday 

Aru 

Dungmonung 

Honglen 

Pangpoi 

Pipling 

Pushul Tse 

Ruta 

腎疾患

胃腸病，大部分の
調合薬に使用� 

下痢

肝疾患，黄痘

獄繍，不眠症

鴨息，臓疾患

手足麻痔

消化器疾患

(不明) 

シクンシ科

Terminalia chebula L. 
(呆実) 

キョウチクトウ科� 

Holarrhena antidysentrica 
Wal l. (種子)

ゴマノハグサ科

Picrorhiza kurroa Benth. 
(根茎) 

オミナエシ科

ぬleriana wall ichi i 1lC. 
(根茎) 

コショウ科

Piper retrofractum Vahl. 
または� P.loぽumL.(呆実) 

(不明) 

キク科

Saussurea lappa Clarke 
(根)

タンニン含有し，

(過去)回虫駆除

7島市ロイト.conessine 
を含み，� 7メ吋「赤痢� 

に効あり� 

(生薬名)胡黄連 

胃腸薬

インド…鎮護薬

(生薬名)ヒハツ 
頭痛，� P鵡息

(生薬名)木香 

芳香性健胃薬，利尿

表� 2 ブータン薬用植物99種の薬効

薬効または病名 植物数薬効または病名 植物数

解毒� 21* 刺激剤� 2 
解熱� 19 筋書室縮� 2 
ng汁異常� 9 腎疾患� 2 
止血� 8 腸疾患� 2 
感染� 7 強壮弗j 2 
外皮用� 7 関節の異常� 2 
骨折� 6 ベスト� 2 
骨の異常� 6 鎮痛剤� 2 
肺疾患� 6 子宮の異常� 2 
下痢� 5 粘液分泌過多� 2 
外傷� 5 強精剤� l 

寄生虫� 5 長寿・若返り� 1 
利尿� 5 心臓疾患� l 

mal ignant spi ri t 4 費量� 1 
炎症� 4 難聴� 1 
腫脹� 4 緩下剤� l 
膿蕩� 4 香辛料� 1 

神経症� 3 口腔炎� l 

肝疾患� 3 感冒� l 

鎮浮麗咳� 
3 限疾患� 

3 
l 

牢� l種の植物で複数の薬効があるため，合計は99以上になる.� 
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ことで、ラマ僧がインドに来て紀元前に発達した

インドのアユルヴェーダ医学を学び、これをチベ

ットに持って帰って出来たチベット医学が、さら

にプータンに入ったのではないかということであ

った。� 8種の生薬は写真� (1・1-1・8)に示す通り

であるが、すべてがプータン産かどうかわからな

い。これらのうち、原植物がわかったものは� 6種

表� 3

で表� 1に示した。

また、問診療所にある薬草のアルバムを記録し

て横物99種を薬効別に分類したものが表� 2であ

る。

胆汁異常に対する薬が多いが、おそらく胆汁と

いうより消化器官の異常による症状を指すと思わ

れる。また、下痢止めは多いが、緩下剤がl種し

解 毒剤�  

BONGA臥RPO Icures infectious fever，poisoning and fever caused I感染症，解毒，� 
by Pitta(bile) I胆汁異常� 

C出KαU Icures glands and fever caused by poisoning I解毒� 

ω郎A CHHUNG Icures poisoning and diarrhoea I解毒，止海� 

∞'NG 11l∞PA Icures meat poisoning and feverぉ� sosiated with I解毒，解熱� 
diarrhoea 

MATO山GMIG Icures poisoning and infectious fevers I解毒，感染� 

MlTOG LUGMIG Icures poisoning and infectious fever I解毒，感染� 

50ω∞PA Ifor scale fracture andfever caused by poisonous I骨折，解毒� 
matter 

雌� IIKIIA Ifor head injury and fever caused by poisons I外傷，解毒� 

ω間百OKPA Iused for臨� tpoison and fever c加� sedby overwork I解毒，解熱� 
and fatigue I 

は間町� Iused for fever，poisons and eye diseases I解熱，解毒，限

山田UP Icures all kinds of poison and fever I解毒，解熱� 

JA!∞EPEO Icures infections，poisons and mal ignant spirit I感染，解毒，� 

mal ignant spirit 

JI札APHUG Ifor 11抵抗� poisons I:解毒

臥R問問I羽田� IItdraws out poisonous matter制� subduesinfective I解毒，寄生虫

冒orms. 

LUKMIG Ifor poisons and plague 解毒，ペスト

山限U狐胞刊日� IItcures the poisons from I!回t. 解毒� 

PANG問E I	for heat in the h即� t，fever by poison and speciallyl解熱，解毒，� 
for ai凶� ltby malignant spirit Imalignant spirit 

舘Y∞	 Itdraws poisonous matter and fluid. ，解毒Y I 

50以刻唱GPA cures fracture of skull caused by poisoning I骨折，解毒� 

TSEY 	 to draw out poisonous matters I解毒� 

wωmu 	 It cures meat poison and food poison and specially I解毒，胆汁異常� 

for bilio凶� fever. 
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かないのも食生活のせいかもしれない。循環器官

用薬としては利尿剤に相当するものが数種あるの

みで、心臓、血圧に関する成人病用薬が見当たら

ない。ブータン人に肥満体の者がほとんどいなか

ったが、成人病は少ないものと思われる。

そのほか皮膚病に対する薬が多いが、確かにブ

ータン人には皮膚病が目立ち、虫による刺創等が

皮膚化膿症となっている例は荷物運搬についてき

たプータン人にしばしば見られた。また、西洋医

学では外科の対象となるような病名が多いが、テ

ィンプー総合病院以外には外科医が常駐していな

いこととあわせ考えると、これらの薬草に頼らざ

るを得ないのであろう。なお、� malignantsp汀itは

悪心とでも訳すべきか正確にはわからない。

植物名(生薬名)は現地語であったので、この

点は今後の調査が必要と考えるが、一例として解

毒剤の一覧表を表3に示した。

以上が、首府テインプーのIndigenous診療所で得

た資料をもとに解析したものであるが、キャラパ

ン中� (9月初旬と� 10月下旬)に花ないし種子をつ

けている草を主に撮った写真について、前記田端、

本多雨先生に鑑別していただいた結果について述

べてみたい。

プータン王国は南は熱帯、中央部は温帯、北は

高山帯となり、豊富な植物群に恵まれた国である。

特に国土の大きな部分を占める温帯は、日本と同

じ日華区系に属し、東南アジア区系やインド区系

と様相を異にした、いわゆる中尾佐助氏提唱の照

葉樹林帯が広がる。今回のキャラパンは中央部プ
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ナカより北部ヒマラヤ山脈までで、温帯および高

山帯を通過した。約100種の草花類を写真に撮っ

たが、その中、明らかに日本に見られない属は� 

Cremanthodium属(キク科)、� Eph袖冨属(マオウ

の類)の� 2種であり、写真の角度等がまずく、同

定出来ないもの約20種で残りの80%は同じ属の植

物が日本にもみられるものであった。このことか

らも日本と非常に類似した植物界であることが推

察できる。

これら植物のうち日本産の薬用横物と同じ属の

植物は21種、日本産でない薬用植物と同属のもの� 

2種が認められた。これらを表4に列記し、また

一部は写真として示した。

以上、今回の調査結果のみによる判断ではある

が、多湿でうっそうと緑に覆われた熱帯から温帯、

さらに高山帯と変化に富む植物界が広がっている

ことを考えると、薬用資源としてはかなりのもの

があると期待出来る。人間の知恵の蓄積ともいう

べき、民間薬やラマ僧のチベット医学を有効に活

用するためには、現地語、チベット語を習得して、

ラマ僧から生薬の用法、処方を習得するか、ラマ

教の医学書を解読することが最も望ましいことで

ある。しかし、さしあたって簡便に調査を行うに

は、生薬学、植物学の専門家が現地に入って彼ら

の使用している薬用植物なり生薬を現地で丹念に

見聞することが必要であろう。そのような専門の

調査団を組織して薬用資源調査を行うことはプー

タン・日本両国にとっても意義あることであり、

成果は期待しうると考えている。
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表4 ブータンの薬用横物(1 ) 

場 ブータンの
同属の薬用植物

物 書E生薬名 事巨 効日本または外国産の植物ヂ警 植

ー1 骨� 

塊根 鎮痘，鎮痛1 I Aconi t四属� 1nb.ηICum・ーpトー・Aヤ.マla lU・ * 烏約頭子
(日)ト7リカRanuncu1 aceae 

キンホ.ウゲ科 本� 2 

全草

bu

鱗茎 産自2 Allium属� A. bakeri Rege 1 健胃整腸� 
ラ7キョウ (日)


ユリ科
 
Li 1 iaceae 

A. fistuJos四L. 白色部 葱白 興奮，発汗，去疾，
ネキ. (日) 利尿，駆虫� 

on

3監
ヨモキ. 出血，劇血の止血薬(日)科紗� 

鱗茎A.sati円I/D L.f.pekinense 大蒜 手IJ尿，駆虫，健胃� 
Makino 約ニンニク (日) 

種子 韮子A. tuberos四� Rottler 泌尿器系疾患
ニ7 (日) 

球茎 天南星 去重要，鎮痩薬Arisaema属� A.serratum Schott3 
テンナンショウ (日)


サトイモ科
 
Araceae 

A. princeps Pamp. 支葉4 腹痛，吐潟に，子宮Artemisia属� 

Compositae 

大昔日 強壮，利尿，止血� 

Compositae 
Cirsium属� C.japonicum OC.5 

17サ.ミ (日)

キク科
 

地下 延胡索C.decumbens Pers 腹痛，頭痛，月経痛CorydaJis属6 
γ日本.ウエンコ.サク (日) 塊茎 など鎮痛薬

ケ滞十� 

Papaveraceae 

根 続断D.japonicus Miq. 血行改善，腫痛を除Dipsacus.属7 
ナヘ.ナ (日)Dipsaceae く腰痛，り妊婦の健康� 

<7ムシソウ科 に効あ� 

箪質茎 麻黄広sinicaStapf 鎮咳，発?干

吋Epウhedraceae 

Ephedra属8 
科� 

根茎， 苦味健胃薬~scabra Bunge var. 竜胆9 ぬntiana属� 
線


リンドウ科
 
Gentianaceae リンEド'rg，ウerii Max. (日)

根 苦味健胃薬G. t ibet ica King 秦

花時の10 Geranium属� G. nepa J ense Sweet. 整腸，止潟薬� 
ゲンノショウコ (日) 地上部
 

7ウ日ソウ科
 
Geraniaceae 

会草H.erectumη� lUnb. 小連懇 止血薬，含欺料11 均rpericum属� 

(日)リソウVオトGuttiferae 
オトキ.リソウ科� 

種子 急性子 魚中毒の解毒� 

Balsa皿maceae
I. baJsamica L.12 Impatiens属� 
ホウセンカ (日)
 

7リ7ネソウ科
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表� 4 ブータンの薬用植物(2 ) 

場 ブータンの
同 属の薬用植物

書 植 物 日本骨1または外国産の植物骨Z名 毒患 生薬名� • 効� 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

PoPi-yozloyngUoEnRaceae 

好.科� 

PotentilJa属� 
Rosaceae 
ハ.ラ科� 

Primula属� 
Primu 1 aceae 
サクラソウ科� 

PrunelJa属� 
Labiatae 
シ熔十

励。dodendron属� 

Ericaceae 
"γ科� 

Salvia属� 
Labiatae 
シ:桝� 

Sedud昆� 
Crassu1 aceae 
ぷげイソウ科� 

Thal ictrum属� 
Ranuncu1 aceae 
キンホ"iJlt・科� 

Saussurea属� 
co時lOsitae 
キク科

Strobi1anthus属� 
Acanthaceae 
キ7ネノマコ・科� 

Swertia属� 
Gentianaceae 
リンドウ科� 

P. aviculare L. 
ミ作ナキ・ (日)

P. tinctorium Aiton 
7イ (日) 

P.r，ド'ey:リnoutria Makino 
イタ リ (日)

P. chinensis Sering 
カワラ骨イコ (日)

P.japonica A.Gray 
クリンソウ (日)

P. vulg司ris L.var. 
lilacina Nakai 
ウ'*"?・サ (日)

R.metternichii Sieb.et 
Zucc. (日) 
1?シシャクナゲ� 

S.miJtiorrhiza Bunge 

S.officinalis L. 
(日) 

S.erythrosticum Mig. 
ヘ.ンfイソウ (日)

T. thunbergii OC. 
74怜ラ可ヲ (日)

S.lappa Clarke 

S.cusia O.Kuntze 
リュウキュウ7-1 (日)

S.japonica Makino 
(日) 

S.chiretta Buch 
(インド) 

会草

果実

根

全草

根

花穏を
っけた
葉� 

業

根

業

新鮮業
を借る

根

業

全草

扇竹

藍実

虎杖根

翻白草
紅柴胡

夏枯草

丹参

セージ

(民間
薬)

(長野
地方)

木香，
唐木香

インド
木香� 

当薬，
tン7"リ

利尿薬

業解は熱染，料解毒薬� 

緩下， 利は鎮尿静，薬通経薬
民間で� 

解熱� 
通経薬

生薬を癒腫に貼布� 
利尿薬

利尿，� 
るいれきの薬

利尿薬� 

健胃，整腸，� 
婦人病薬
香料(ソースなど)

膿傷(外用)� 

苦味健胃薬� 

芳薫香香性料健原料胃業� 

染料(in沖d縄igo)) 
水虫(

苦味健胃薬� 

苦味健胃薬

*1 
*2 

属名は最初に記事Eしであるので、イニシアルのみ略記した。� 
(日)日本でも産する積物 
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4-1 (数字は表 4の植物番号を示す) 4-2 

4-3 4 -5 

4-6 4-7 

l .iv\.~ 

4-8 細長い植物 4-19赤い花をつけた植物 4-9 
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